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広ひろ
島しま
　
○西
にし
愛あた
宕ご
町まち
なつ
　
○
東ひがし
愛あた
宕ご
町まち
まつ
なつハ
幼
いとけなく
して
父ちゝ
長八にはなれ、
兄あに
利兵衛ハ
多た
病びやう
なれバ、なつ
一ひとり
人
して
専もつはら
すぎハひをいとなミ、
昼ちう
夜や
となく
綿わた
をくり
糸いと
をひき、
またハ
米こめ
屋や
の
臼うす
を
踏ふむ
など
男なん
子し
のわざまでもはたらき、
少すこし
の
賃ちん
を
得え
て病
やめ
る母
はゝ
を
養やしな
ひ、兄
あに
にも
懇ねんごろ
に
心こゝろ
をそへぬ、母平
へい
日じつ
魚ぎよ
類るゐ
を好
この
ミけ
れバたえず買
かひ
求もとめ
て進
すゝ
めけるが、貧
まづ
しきなかなれバ母が
心こゝろ
おかんこ
とを恐
おそ
れ、 母その
価あたひ
を」 （１オ）尋
たづ
ぬることあれバ、
殊こと
にやすきまゝ
買かひ
さふらふとて
価あたひ
の
半なかば
ばかりも減
げん
じて答
こた
へ、おのが
養やしなひ
に苦
くる
しめ
るさまをしらしめず、また
母はゝ
が
膈かく
の
病やまひ
に
罹かゝ
りける
時とき
その
介かい
保はう
殊こと
さ
ら
奇き
特どく
なりけれバ、これを
称しよう
するものありしに、なつきゝて
孝かう
行かう
をもてほめられんハ
恐おそれ
多おほ
きことにこそ、
貧ひん
窮きう
の
身み
生すぎ
産はひ
にひかれ
侍はべ
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二
にも、二歳なる
弟おとゝ
を昼
ちう
夜や
となく
懐ふところ
にいだきもらひ乳
ぢ
して母の
心こゝろ
を
安やす
んぜしむ、その人となり
余よ
ハ
推おし
てしるべし、まつと
同おな
じ
年とし
賞しやう
して銀
ぎん
百目を給ふ、 」 （３オ）
＜挿絵第一図
＞（３ウ・４オ）
新蔵時
とき
に二
はたち
十歳なり、
　
○国
こく
泰たい
寺じ
下げ
男なん
菊松
菊松ハ
父ちゝ
を藤四郎といひて
安あ
芸き
郡こほり
矢や
野の
村むら
の
民たみ
なり、菊松十六
歳さい
に
してはじめて国
こく
泰たい
寺じ
に仕
つか
ふ、当
この
寺てら
ハ国
くに
の大
たい
地ち
な（１）
れバ、遍
へん
参さん
の僧
そう
多おほ
く
来きたり
集あつま
りて日
にち
々の費
もの
用いり
おびたゝしけれど、
幹しはい
事のものも僧
そう
徒と
なれバ、
さまで
意こゝろ
とするものもなかりしに、菊松この
寺てら
に
仕つか
へて
後のち
ハ、
米こめ
薪たきゞ
の出
だし
納いれ
より味
み
噌そ
醤しやう
油ゆ
のつくりかた菜
さゑん
圃のことまでもおのが身
み
に
荷にな
ひ、さま〴〵と
意こゝろ
をくバり節
せつ
倹けん
をむねと」 （４ウ）してはからひ
けること、三十余
よ
年ねん
の久
ひさ
しきにおよびぬれど、廉
れん
潔けつ
にしていさゝか
私わたくし
なかりけれバ、
寺てら
中うち
のもの
皆みな
その
実じつ
意い
に
感かん
服ふく
し、
無む
用よう
の
費つひえ
の
減げん
ずるのミか、寺
じ
法ほふ
のしまりともなりけるとぞ、また郷
ざい
里しよ
なる父
ちゝ
が
うりはらひし
家いへ
田でん
地ぢ
をも
己おの
がはたらきをもて
本もと
のごとく
買かひ
もどし、
老らう
父ふ
をして
心こゝろ
やすく
暮くら
させける、そのほか
美び
事じ
も多かりし、菊松
が如
ごと
きハ寺
て
院ら
につかふる奴
ぬ
僕
げなん
ぼく
にハたぐひまれなるものなれバ、藩
はん
士
かちゆう
し
の良
りやう
僕
よきけらい
ぼく
に
準じゆん
ぜられ、新蔵と同
おな
じく
賞しやう
せらる、 」 （５オ）
　
○
東ひがし
引ひき
御み
堂だう
町ちやう
白しら
石いし
屋や
文蔵手
て
間ま
茂兵衛
茂兵衛ハ安
あ
芸き
郡こほり
矢や
賀が
村むら
の
産うまれ
にて、十二歳
さい
の時
とき
より傘
かさ
匠はり
白しら
石いし
屋や
文蔵
が
傘かさ
細ざい
工く
の
手て
間ま
といふものをして、
日にち
々文蔵が
肆みせ
にゆきその
職しよく
を
れバ
心こゝろ
にまかせぬ
事こと
のミなりといひて、いとゞなげきけるとぞ、
天保六年
未ひつじ
の七月
賞しやう
して銀
ぎん
百三十目を下
くだ
さる、○まつハ父
ちゝ
を甚平
といふ、すこしの耕
かう
作さく
をな 生
すぎ
業はひ
としけるが、 」 （１ウ）七十ばか
りにて
病やまひ
にかゝり、母もおなじく
病やみ
てとも
共とも
に
歩ほ
行かう
になやミ、
妹いもうと
あれど多
た
病びやう
にて
助たすけ
とならざれバ、 まつひとりして糸
いと
の傭
ちん
紡びき
し、
また
畑はた
をつくり
薪たきゞ
をとり、あるひハ人に
雇やとは
れ
力ちから
のおよぶかぎり
はたらきて五人の口
くち
を
養やしな
ひ、つねにおのれハあしき衣
い
食しよく
して父
ふ
母ぼ
にハ
旨うま
きをそなへ
暖あたゝか
にきせ、
抑なで
掻さすり
までも
残のこ
る
所ところ
なくはからひ、
妹いもうと
をも
懇ねんごろ
になしぬ、かれ
嫁よめいり
することも婿
むこ
とることもミな人の
すゝめを
肯うけがは
ずして、四十といふ年
とし
を過
すご
しけるも、たゞ父母の孝
かう
養やう
に
妨さまたげ
あらんことを」 （２オ）おそれてなり、なつと同
おな
じく
賞しやう
せら
る、その
明あく
るとし
今いまの
公きみ
近きん
郊
のあひ
かう
遊いう
猟
たかの
れふ
のとき
召めし
見み
給ひ、おの〳〵
鳥てう
目もく
一
貫くわん
文を下
くだ
されける
是これ
より下
しも
菊松ま
で
並ならび
に同じ
　
、
　
○大
おほ
須す
賀か
村むら
新蔵
新蔵ハ左七が子
こ
にして町
まち
奉ぶ
行ぎやう
所しよ
の手
て
使づかひ
といふを務
つと
め、二
ふた
親おや
に事
つか
へ
て
孝かう
心しん
厚あつ
し、十六
歳さい
の
時とき
母はゝ
おもき
熱ねつ
病びやう
になやミけれバ、
日にち
夜や
側そば
を
離はな
れず介
かい
保はう
しけるが、
病びやう
勢せい
はげしく
医いしや
も手
て
をつかぬるばかりなり
しかバ、
夜よ
半なか
ごとに人の目
め
をしのび寒
かん
気き
の
甚はなはだ
しきをもいはず、 」 （２
ウ）
猿ゑん
猴かう
川がは
に入
い
りて垢
こ
離り
をとり、
村むら
内うち
なる稲
い
荷なり
へ祈
き
願ぐわん
をぞなしける、
ある
夜よ
橋はし
を
通とほ
りかゝりしものそのさまを
見み
て
怪あやし
ミしが、新蔵とい
ふことを知
し
り深
ふか
く感
かん
じて落
らく
涙るゐ
し、人にもかたりてほめはやしけると
なん、かくてあやうかりし母が
病やまひ
も不
ふ
思し
議ぎ
に全
ぜん
快くわい
しけれバ、人ミ
な
孝かう
感かん
のいたす
所ところ
なりといよ〳〵
歎たん
称しよう
しける、その
看かん
病びやう
せる
中なか
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三
　
○六
ろく
町ちやう
目め
利兵衛
女むすめ
かね
　
○空
そら
鞘ざや
町ちやう
みよ
かねハ早
はや
く母
はゝ
に離
はな
れ父
ちゝ
利兵衛に
事つかへ
て孝
かう
なり、父ハ年老
おい
て眼
め
をやミ、
瞽こ
者
めくら
しや
もおなじさまにて
生すぎ
産はひ
をなしえざれバ、かね
幼
いとけなき
より
習なら
ひ
得え
し足
た
袋び
の底
そこ
さすことをなして父を
養やしな
ひけるが、素
もと
より
女をんな
の業
わざ
のは
か〴〵しからずして、
朝あさ
夕ゆふ
の
烟けふり
もたてかぬるばかりなれバ、
時とき
と
してハおのが
食しよく
を
減へ
して父をのミ
飽あか
しむ、もし」 （７オ）
食しよく
物もつ
の
蓄たくはへ
ハいかにやと
問とふ
ことあれバ、いつもゆたかにさふらふと
答こたへ
け
る、
酒さけ
ハ
父ちゝ
が
好この
む
所ところ
にあらざれバ、 り〳〵ハ
菓くわ
子し
やうのものを
まゐらせ、
常つね
に
何なに
くれと
意こゝろ
を
配くば
りてそのこゝろをよろこばしめ、
いさゝかも不
ふ
自じ
由ゆう
なりとおもふことあらしめざりしとぞ、寛政十二
年市
し
令
まちぶぎやう
れい
より
月つき
に
米こめ
一斗を
与あた
へて父が
生しやう
涯がい
を
扶ふ
助じよ
し、父
死しし
て
後のち
ま
たかねに米
若そこ
干ばく
を
恵めぐ
まる
この下はやまで皆
みな
市令
の
賞しやう
するところなり
、○みよハ喜兵衛といふ
者もの
の
妹いもうと
にて
山やま
田だ
屋や
九郎右衛門が
寡ご
婦け
に
仕つか
ふること
年とし
ひさし、主
しゆ
母
おふくろ
ぼ
年とし
老おい
て
病やまひ
がちなり」 （７ウ）けれバ、家
いへ
ます〳〵貧
まづ
しきに
陥おちいり
ける
が、みよ昼
ちう
夜や
糸いと
はたの賃
ちん
しごとをなしつゝ、介
かい
保はう
のこるかたなく心
しん
力りよく
をつくしぬ、その
情じやう
のいたれること、親
おや
子こ
といふとも及
およ
び難
がた
し
と
人ひと
々ほめはやしける、
後のち
にみよ人の
勧すゝめ
によりて
一ひと
度たび
ハ
嫁よめいり
もせ
しかど、
主しゆ
家か
の事
こと
片かた
時とき
もわすれず、
離り
婚えん
の後
のち
また主
しゆ
母ぼ
の許
もと
にかへり、
貧まづ
しき中
なか
なれバ、いさゝかの切
きり
符ふ
をも受
う
けずしてかしづきつかうま
つること、殊
こと
更さら
に厚
あつ
かりしとなん、かねと
同おなじ
年とし
銭ぜに
若そこ
干ばく
を与
あた
へらる、
　　
○広
ひろ
瀬せ
村むら
長蔵
　
○
同おなじ
村むら
もよ
　
○同村まつ」 （８オ）
長蔵ハ
父ふ
母ぼ
に
孝かう
なり、父三右衛門
年とし
七十にこえてなほ
健すこやか
なれバ、
少すこ
しの
耕かう
作さく
をなしけり、長蔵ハ
日にち
々
賃ちん
作しごと
に
出いで
けるが、
父ちゝ
が
畑はた
より
怠おこた
らず、今
いま
の文蔵まで三代
だい
六十余
よ
年ねん
の
間あひだ
、文蔵が家
いへ
を
敬うやま
ふこと、
主しゆ
家か
のごとく
誠せい
実じつ
をつくしけれバ、ほかの
手て
間ま
職しよく
のものまでも文
蔵が肆
みせ
にあるものハ、ミな茂兵衛に化
くわ
せられて、自
し
然ぜん
と風
ふう
儀ぎ
も正
たゞ
し
くなりける、
今いま
の文蔵
幼
いとけなく
して
家いへ
を
続つぎ
しかバ、
何なに
事ごと
もミな茂兵衛
がとりたてによれり、かれ
齢よはひ
傾かたふ
きてハ」 （５ウ）文蔵これをいた
はり、
月つき
毎ごと
にもの
与あた
へて
細さい
工く
をバ
心こゝろ
のまゝになすべしといひけれ
ど、
日にち
々
肆みせ
に
来きた
りてなほその
業わざ
をなしける、されバ文蔵も
感かん
称しよう
の
あまり
官おほやけ
にきこえけれバ、菊松と
同おな
じく
賞しやう
せらる、茂兵衛もと
姊あね
夫むこ
某それがし
が養
やう
子し
たりしが、よく子
こ
の道
みち
を尽
つく
し、養
やう
父ふ
母ぼ
死し
して後
のち
ハ家
か
督とく
といふもなく、
単ひとり
身み
にて
侄おひ
なるものゝ
家いへ
に
身み
を
寓よ
せいたく
落おち
魄ぶれ
ぬれど、養
やう
父ふ
酒さけ
ずきにてあ かバ、忌
き
日にち
にハかならず位
い
牌はい
に酒
さけ
を
そなへて礼
らい
拝はい
すること年
とし
久ひさ
しく
怠おこた
らずといふ、 」 （６オ）
　
○鍛
か
冶ぢ
屋や
町ちやう
太平次
太平次ハ
鍛か
冶ぢ
を
業げふ
とす、人となり
篤とく
実じつ
にあはれミ
深ふか
きものにて、
兄きやう
弟だい
親しん
族ぞく
に
睦むつま
じく、
年とし
久ひさ
しく
召めし
つかひし
鍛か
冶ぢ
の
弟で
子し
をバ、おひ
〳〵に産
かぶ
をわけて皆
みな
一いつ
家か
をなさしめ、町
まち
内うち
の貧
まづ
しきものをもおのが
家かない
人のごとく
懇ねんごろ
にせわしけれバ、かれが蔭
かげ
にて世
よ
渡わた
りをなすもの
少すくな
からず、かれ
町まち
の五人
組ぐみ
筆ひつ
頭とう
たりしが、かゝるものなれバ
町まち
内うち
のものもよく
帰き
服ふく
しけるとなり、その
子こ
佐兵衛も
貞てい
実じつ
の
生うまれつき
質
にて
家か
業げふ
をはげミ、
親おや
に
事つか
へて
孝かう
なり、これも太平次が」 （６ウ）
教をしへ
化
の
善よき
によれるなるべし、
褒はう
賞しやう
ありて三
俵べう
の米を
賜たま
ふ、文政八年酉
の二月の事
こと
なり、
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堂だう
町ちやう
白しら
石いし
屋や
文蔵手
て
間ま
茂兵衛
茂兵衛ハ安
あ
芸き
郡こほり
矢や
賀が
村むら
の
産うまれ
にて、十二歳
さい
の時
とき
より傘
かさ
匠はり
白しら
石いし
屋や
文蔵
が
傘かさ
細ざい
工く
の
手て
間ま
といふものをして、
日にち
々文蔵が
肆みせ
にゆきその
職しよく
を
れバ
心こゝろ
にまかせぬ
事こと
のミなりといひて、いとゞなげきけるとぞ、
天保六年
未ひつじ
の七月
賞しやう
して銀
ぎん
百三十目を下
くだ
さる、○まつハ父
ちゝ
を甚平
といふ、すこしの耕
かう
作さく
をな 生
すぎ
業はひ
としけるが、 」 （１ウ）七十ばか
りにて
病やまひ
にかゝり、母もおなじく
病やみ
てとも
共とも
に
歩ほ
行かう
になやミ、
妹いもうと
あれど多
た
病びやう
にて
助たすけ
とならざれバ、 まつひとりして糸
いと
の傭
ちん
紡びき
し、
また
畑はた
をつくり
薪たきゞ
をとり、あるひハ人に
雇やとは
れ
力ちから
のおよぶかぎり
はたらきて五人の口
くち
を
養やしな
ひ、つねにおのれハあしき衣
い
食しよく
して父
ふ
母ぼ
にハ
旨うま
きをそなへ
暖あたゝか
にきせ、
抑なで
掻さすり
までも
残のこ
る
所ところ
なくはからひ、
妹いもうと
をも
懇ねんごろ
になしぬ、かれ
嫁よめいり
することも婿
むこ
とることもミな人の
すゝめを
肯うけがは
ずして、四十といふ年
とし
を過
すご
しけるも、たゞ父母の孝
かう
養やう
に
妨さまたげ
あらんことを」 （２オ）おそれてなり、なつと同
おな
じく
賞しやう
せら
る、その
明あく
るとし
今いまの
公きみ
近きん
郊
のあひ
かう
遊いう
猟
たかの
れふ
のとき
召めし
見み
給ひ、おの〳〵
鳥てう
目もく
一
貫くわん
文を下
くだ
されける
是これ
より下
しも
菊松ま
で
並ならび
に同じ
　
、
　
○大
おほ
須す
賀か
村むら
新蔵
新蔵ハ左七が子
こ
にして町
まち
奉ぶ
行ぎやう
所しよ
の手
て
使づかひ
といふを務
つと
め、二
ふた
親おや
に事
つか
へ
て
孝かう
心しん
厚あつ
し、十六
歳さい
の
時とき
母はゝ
おもき
熱ねつ
病びやう
になやミけれバ、
日にち
夜や
側そば
を
離はな
れず介
かい
保はう
しけるが、
病びやう
勢せい
はげしく
医いしや
も手
て
をつかぬるばかりなり
しかバ、
夜よ
半なか
ごとに人の目
め
をしのび寒
かん
気き
の
甚はなはだ
しきをもいはず、 」 （２
ウ）
猿ゑん
猴かう
川がは
に入
い
りて垢
こ
離り
をとり、
村むら
内うち
なる稲
い
荷なり
へ祈
き
願ぐわん
をぞなしける、
ある
夜よ
橋はし
を
通とほ
りかゝりしものそのさまを
見み
て
怪あやし
ミしが、新蔵とい
ふことを知
し
り深
ふか
く感
かん
じて落
らく
涙るゐ
し、人にもかたりてほめはやしけると
なん、かくてあやうかりし母が
病やまひ
も不
ふ
思し
議ぎ
に全
ぜん
快くわい
しけれバ、人ミ
な
孝かう
感かん
のいたす
所ところ
なりといよ〳〵
歎たん
称しよう
しける、その
看かん
病びやう
せる
中なか
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三
　
○六
ろく
町ちやう
目め
利兵衛
女むすめ
かね
　
○空
そら
鞘ざや
町ちやう
みよ
かねハ早
はや
く母
はゝ
に離
はな
れ父
ちゝ
利兵衛に
事つかへ
て孝
かう
なり、父ハ年老
おい
て眼
め
をやミ、
瞽こ
者
めくら
しや
もおなじさまにて
生すぎ
産はひ
をなしえざれバ、かね
幼
いとけなき
より
習なら
ひ
得え
し足
た
袋び
の底
そこ
さすことをなして父を
養やしな
ひけるが、素
もと
より
女をんな
の業
わざ
のは
か〴〵しからずして、
朝あさ
夕ゆふ
の
烟けふり
もたてかぬるばかりなれバ、
時とき
と
してハおのが
食しよく
を
減へ
して父をのミ
飽あか
しむ、もし」 （７オ）
食しよく
物もつ
の
蓄たくはへ
ハいかにやと
問とふ
ことあれバ、いつもゆたかにさふらふと
答こたへ
け
る、
酒さけ
ハ
父ちゝ
が
好この
む
所ところ
にあらざれバ、 り〳〵ハ
菓くわ
子し
やうのものを
まゐらせ、
常つね
に
何なに
くれと
意こゝろ
を
配くば
りてそのこゝろをよろこばしめ、
いさゝかも不
ふ
自じ
由ゆう
なりとおもふことあらしめざりしとぞ、寛政十二
年市
し
令
まちぶぎやう
れい
より
月つき
に
米こめ
一斗を
与あた
へて父が
生しやう
涯がい
を
扶ふ
助じよ
し、父
死しし
て
後のち
ま
たかねに米
若そこ
干ばく
を
恵めぐ
まる
この下はやまで皆
みな
市令
の
賞しやう
するところなり
、○みよハ喜兵衛といふ
者もの
の
妹いもうと
にて
山やま
田だ
屋や
九郎右衛門が
寡ご
婦け
に
仕つか
ふること
年とし
ひさし、主
しゆ
母
おふくろ
ぼ
年とし
老おい
て
病やまひ
がちなり」 （７ウ）けれバ、家
いへ
ます〳〵貧
まづ
しきに
陥おちいり
ける
が、みよ昼
ちう
夜や
糸いと
はたの賃
ちん
しごとをなしつゝ、介
かい
保はう
のこるかたなく心
しん
力りよく
をつくしぬ、その
情じやう
のいたれること、親
おや
子こ
といふとも及
およ
び難
がた
し
と
人ひと
々ほめはやしける、
後のち
にみよ人の
勧すゝめ
によりて
一ひと
度たび
ハ
嫁よめいり
もせ
しかど、
主しゆ
家か
の事
こと
片かた
時とき
もわすれず、
離り
婚えん
の後
のち
また主
しゆ
母ぼ
の許
もと
にかへり、
貧まづ
しき中
なか
なれバ、いさゝかの切
きり
符ふ
をも受
う
けずしてかしづきつかうま
つること、殊
こと
更さら
に厚
あつ
かりしとなん、かねと
同おなじ
年とし
銭ぜに
若そこ
干ばく
を与
あた
へらる、
　　
○広
ひろ
瀬せ
村むら
長蔵
　
○
同おなじ
村むら
もよ
　
○同村まつ」 （８オ）
長蔵ハ
父ふ
母ぼ
に
孝かう
なり、父三右衛門
年とし
七十にこえてなほ
健すこやか
なれバ、
少すこ
しの
耕かう
作さく
をなしけり、長蔵ハ
日にち
々
賃ちん
作しごと
に
出いで
けるが、
父ちゝ
が
畑はた
より
怠おこた
らず、今
いま
の文蔵まで三代
だい
六十余
よ
年ねん
の
間あひだ
、文蔵が家
いへ
を
敬うやま
ふこと、
主しゆ
家か
のごとく
誠せい
実じつ
をつくしけれバ、ほかの
手て
間ま
職しよく
のものまでも文
蔵が肆
みせ
にあるものハ、ミな茂兵衛に化
くわ
せられて、自
し
然ぜん
と風
ふう
儀ぎ
も正
たゞ
し
くなりける、
今いま
の文蔵
幼
いとけなく
して
家いへ
を
続つぎ
しかバ、
何なに
事ごと
もミな茂兵衛
がとりたてによれり、かれ
齢よはひ
傾かたふ
きてハ」 （５ウ）文蔵これをいた
はり、
月つき
毎ごと
にもの
与あた
へて
細さい
工く
をバ
心こゝろ
のまゝになすべしといひけれ
ど、
日にち
々
肆みせ
に
来きた
りてなほその
業わざ
をなしける、されバ文蔵も
感かん
称しよう
の
あまり
官おほやけ
にきこえけれバ、菊松と
同おな
じく
賞しやう
せらる、茂兵衛もと
姊あね
夫むこ
某それがし
が養
やう
子し
たりしが、よく子
こ
の道
みち
を尽
つく
し、養
やう
父ふ
母ぼ
死し
して後
のち
ハ家
か
督とく
といふもなく、
単ひとり
身み
にて
侄おひ
なるものゝ
家いへ
に
身み
を
寓よ
せいたく
落おち
魄ぶれ
ぬれど、養
やう
父ふ
酒さけ
ずきにてあ かバ、忌
き
日にち
にハかならず位
い
牌はい
に酒
さけ
を
そなへて礼
らい
拝はい
すること年
とし
久ひさ
しく
怠おこた
らずといふ、 」 （６オ）
　
○鍛
か
冶ぢ
屋や
町ちやう
太平次
太平次ハ
鍛か
冶ぢ
を
業げふ
とす、人となり
篤とく
実じつ
にあはれミ
深ふか
きものにて、
兄きやう
弟だい
親しん
族ぞく
に
睦むつま
じく、
年とし
久ひさ
しく
召めし
つかひし
鍛か
冶ぢ
の
弟で
子し
をバ、おひ
〳〵に産
かぶ
をわけて皆
みな
一いつ
家か
をなさしめ、町
まち
内うち
の貧
まづ
しきものをもおのが
家かない
人のごとく
懇ねんごろ
にせわしけれバ、かれが蔭
かげ
にて世
よ
渡わた
りをなすもの
少すくな
からず、かれ
町まち
の五人
組ぐみ
筆ひつ
頭とう
たりしが、かゝるものなれバ
町まち
内うち
のものもよく
帰き
服ふく
しけるとなり、その
子こ
佐兵衛も
貞てい
実じつ
の
生うまれつき
質
にて
家か
業げふ
をはげミ、
親おや
に
事つか
へて
孝かう
なり、これも太平次が」 （６ウ）
教をしへ
化
の
善よき
によれるなるべし、
褒はう
賞しやう
ありて三
俵べう
の米を
賜たま
ふ、文政八年酉
の二月の事
こと
なり、
258
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なくかせぎけれバ、あさ
夫をつと
に
向むか
ひ、
父ちゝ
上うへ
にハ
年とし
老おい
たまひ、
昼ひる
のミ
か
夜よる
もまたやすらふ
暇いとま
もなく
外ほか
にて
勤つとめ
給ふ 、われら
夫ふう
婦ふ
やす
〳〵と内
うち
に寝
いね
て、 つかへ
奉たてまつ
ることもせざるハ勿
もつ
体たい
なきことなれバ、
夜よる
のつとめほどハ父
ちゝ
上うへ
に代
かは
り給へとすゝめけれバ、平五郎よくもい
ひたりとて権七にかくと告
つげ
けるに、権七曾
かつ
てきゝ入れず、あさその
後のち
ハ
何なに
くれと
意こゝろ
配くば
りし、あたゝかなる
食しよく
物もつ
を
烹に
調とゝの
へ、
夜よ
ごとに
立たち
番ばん
所しよ
に持
もち
はこびてすゝむること、
凡およそ
二年ばかりの
間あひだ
時じ
刻こく
をも違
たが
へず、
懐くわい
妊にん
して身
み
重おも
になりても猶
なほ
懈おこた
る」 （
10ウ）ことなかりしかバ、
権七も
心こゝろ
ならず
思おも
ひ、
遂つひ
に平五郎に
夜よ
番ばん
を
代かは
らしむ、
後のち
平五郎
死し
し権七も老
らう
衰すゐ
して生
すぎ
理はひ
ます〳〵
窮きはま
りけれバ、あさひとりして
力ちから
を
つく 、
舅しうと
に
事つか
ふること
弥いよ〳〵
あつく、
入いり
壻むこ
をすゝむるものあれど
肯うけが
ハずして、
貞てい
節せつ
をもまもりけるをもて、 文化三年銀
ぎん
百目を恵
めぐ
まる、
　
○西
にし
愛あた
宕ご
町まち
勘助後
ご
家け
もん
もんハ佐
さ
伯へき
郡こほり
大おほ
原はら
村むら
権四郎が
女むすめ
にて勘助が妻
つま
なり、勘助ハ煙
たばこ
草を
商あきな
ひて
生すぎ
産はひ
とし
微かすか
に
世よ
をわたりけるが、 」 （
11オ）
老らう
母ぼ
と
二ふたり
人
の
幼をさな
児ご
を
遺のこ
しはやく
身み
まかりぬ、もん
夫をつと
の
商あき
事なひ
を
続つ
ぎまた
裁たち
縫ぬひ
の
ことなどをはげミて
姑しうとめ
を
養やしな
ふ、
姑しうとめ
よハひ八十にこえ、
素もと
より
抃たんき
急なる
性うまれつき
格
にて
怒いかり
詈のゝし
ること多
おほ
けれど、もんよく承
うけ
順したが
ひてその
意こゝろ
にさかはず、
乏とも
しきな より
夜よ
毎ごと
にその
好この
める
酒さけ
を
進すゝ
めずとい
ふことなし、近
きん
辺へん
の人
ひと
々かれが貧
まづ
しく
苦くるし
めるを
憐あはれ
ミ、入
いり
壻むこ
とりて
家くらしむき
計
を
助たすけ
よとすゝめけれど、もんハたとひ
姑しうとめ
を背
せ
おひ児
こども
輩をつ
れて
袖そで
乞ごひ
すとも、
己おの
が
力ちから
にて
姑しうとめ
をバ
育はごく
むべし、
他た
人にん
入いり
来きた
りて
姑しうとめ
へのつかへ
疎おろそか
なることあり」 （
11ウ）てハ、
先さき
だつ
人ひと
に
義こと
理わり
帰かへ
るころほひにハ、かならず帰
かへ
り来
き
て湯
ゆ
をわかしおき、父が足
あし
をあ
らふこと常
つね
なり、また父暑
しよ
にくるしむこと
甚はなはだ
しきにより、貧
ひん
困こん
の
なかより
費つひえ
をもかへりミず、
家いへ
を
移うつ
して
涼すゞ
しき
地ところ
に
居をら
しむ、
母はゝ
病やめ
るに
及およ
びてハ
衣い
類るゐ
のけがれを長蔵ミづから
洗あら
ひ
清きよ
めけるが、そ
の
間あひだ
着き
せおく
衣きもの
さへなけれバ、おのが
着き
たる
衣きもの
をぬぎて母に
着き
せ、その
身み
ハ
襦じゆ
袢ばん
のミなれど、
寒かん
気き
のはげしき」 （８ウ）をも
更さら
に
いとふことなし、母死
し
して後
のち
父につかふることいよ〳〵厚
あつ
かりけれ
バ、文化元年
賞しやう
して銀
ぎん
若そこ
干ばく
を与
あた
へらる、○もよハ父
ちゝ
を庄八といふ、
しほ
魚うを
を遠
ゑん
郷ざい
に鬻
ひさ
くをもて業
げふ
としけるが、年
とし
老おひ
てハ
意こゝろ
のまゝならず、
母はゝ
ハ
年とし
久ひさ
しく
病やまひ
に
臥ふ
し、
生すぎ
産はひ
甚はなはだ
きハまりけるに、もよ
一ひとり
人
して
女てし
工ごと
を励
はげ
ミ、賃
ちん
まうけして孝
かう
養やう
に
力ちから
を尽
つく
しける、
賞しやう
せらるゝこと
長蔵に
同おな
じ、○まつハ
父ちゝ
を喜七といふ、
母はゝ
ハはやく
死し
し父ハ
中ちゆう
風ぶ
を病
や
ミ、手
て
足あし
なえてねおきも人
ひと
の扶
たすけ
助なくてハなしえざりしを、ま
つ
幼えう
年ねん
よりこれにつかふることいと」 （９オ）あつし、
冬ふゆ
の
寒さむ
きに
も
身み
にハ
単ひとへ
の
衣きもの
のミまとひて、
糸いと
ひき
綿わた
くりあるハ
臼うす
つくなど、
日にち
夜や
賃ちん
しごとをはげミて、父にハ饑
うゑ き
　寒こゞえるかん
を
知し
らしめず、
是これ
も長蔵
らと同
おな
じく
賞しやう
せらる、
　
○塚
つか
本もと
町ちやう
平五郎妻
つま
あさ
あさハ
沼ぬま
田た
郡こほり
相あひ
田た
村むら
の
産うまれ
にて平五郎が
妻つま
となり、
舅しうと
権七に
事つか
へ
て孝
かう
なり、権七はじめ鍛
か
冶ぢ
屋や
町ちやう
の裏
うら
借しやく
屋や
にすミし時
とき
、平五郎ハ浜
はま
中なか
背せ
を業
げふ
とせしが、権七ハ町
まち
内うち
の立
たち
番ばん
所しよ
に出
いで
、また川
かは
手て
門もん
の開
あけ
闔たて
を
もうけもちて、昼
ちう
夜や
と」 （９ウ）
＜挿絵第二図
＞（
10オ）
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五
或ある
年とし
奉ぶ
行ぎやう
より属
した
吏やく
にさとし、冬
ふゆ
の
衣ころも
なくてくるしめるものにハそ
の
料れう
を
与あた
へしことあり、
隣くみ
伍あひ
のもの
相あひ
はかりてかれがありさまを」
（
13オ）
＜挿絵第三図
＞（
13ウ）
申出
いで
なんとありしに、 幸蔵きゝてわれ〳〵これまで公
こう
恩おん
を
蒙かうふり
しに、
また御
救すくひ
をうくるハ
勿もつ
体たい
なしとてかたくことわりける、されどや
むべきにあらざるをもて、
遂つひ
に申
出いで
て
銭ぜに
若そこ
干ばく
をにぎハされけれバ、
故ふる
衣ぎ
など買
かひ
得え
て父
ちゝ
をはじめ皆
みな
あたゝかに春
はる
を迎
むか
へける、文化元年子
ね
の三月さらに
奉ぶ
行ぎやう
より米三
俵べう
をあたへてその
行おこなひ
をあらはさる

この以下善蔵まで
同おな
じく
水か
主こ
にして、
賞しやう
ミな舩
ふな
奉ぶ
行ぎやう
より
行おこな
ふところなり
、
　
○文九郎
女むすめ
いく
いくハ
父ふ
母ぼ
につかへて
孝かう
なり、
母はゝ
つねに
腹はら
を
痛いた
ミて」 （
14オ）
久ひさ
し
く
打うち
臥ふ
しけるを、かれ十
歳さい
にみたざる
頃ころ
より
母はゝ
が
枕まくら
辺べ
を
去さ
らず
介かい
保はう
に
心こゝろ
をつくし、ひとゝなるにしたがひ
孝かう
養やう
ます〳〵あつく、ま
た姊
あね
妹いもうと
に友
いう
愛あい
なり、家
いへ
甚はなはだ
わびしかりけれバ、常
つね
に女
てし
工ごと
をはげミ
て
家くらしむき
計
をたすけ、
父ちゝ
をして一日もつとめにおこたら めず、
後のち
母はゝ
の
病やまひ
加くは
はりてハ、
昼ひる
ハほかに
出いで
ず、
夜よる
ハ
快こゝろよ
く
寝いね
ずしてなでさす
り、すこしの
暇いとま
なきにも
猶なほ
織おり
縫ぬ
ふわざをつとめて、
薬くすり
食くひもの
の
費つひえ
をわきまへけるとなん、
一ひと
とせ
姊あね
も
病やまひ
にかゝりけるに、
折をり
しも父
が
旅たび
の
留る
守す
なりけれバ、いく
一ひとり
人
母と
姊あね
とを」 （
14ウ）
看かん
病びやう
して、
心こゝろ
をくるしめ
身み
をくだくことたとふるにものなし、かゝるいみじ
き
行おこなひ
ありけれバ、文化元年三
俵べう
の米をあたへて
賞しやう
せらる、
時とき
に
いく歳
とし
十六な 、
たゝずといひてかたくいなミける、また
姑しうとめ
の親
しん
類るゐ
もあれバ、これ
に
助たすけ
を乞
こ
ふべしといふものもありしが、そハ
姑しうとめ
の
意こゝろ
に適
かな
ふまじ
とて、終
つひ
にその
助たすけ
をも乞
こは
ざりし、文化四年
賞しやう
して銀
ぎん
百五十目を与
あた
へぬ、　
○段
だん
原ばら
村むら
とは
　
○稲
いなり
荷町
まち
はや
とはハ
父ちゝ
母はゝ
ともに九十
余よ
歳さい
にて、
生すぎ
産はひ
のいとなミもなしえざれバ、
とはおのが
一みひ つ
身
をもて
両ふた
親おや
を
苦くるし
ましめじと
心こゝろ
に
誓ちか
ひ、
昼ちう
夜や
賃ちん
作しごと
をはげミ、
孝かう
養やう
に
身み
を
砕くだ
きけるさま
奇き
特どく
なりけれバ、文化四年
賞しやう
して銀
ぎん
百目を恵
めぐ
まる、 」 （
12オ）○はやハ父
ちゝ
金蔵に早
はや
くはなれ、年
とし
久ひさ
しく老
らう
母ぼ
へ孝
かう
養やう
をつくし 病
やめ
る時
とき
の介
かい
保はう
並なみ
ならぬをもて文化九年米
四俵を与
あた
へらる、その
行ぎやう
状じやう
詳
つまびらか
ならず、
　
○水
か
主こ
町まち
水か
主こ
幸蔵
幸蔵ハ父
ちゝ
を増右衛門といふ、その家
いへ
九くにん
口がない
にしてわづかの月
ふち
俸まい
なれ
バ、
貧ひん
窶る
日ひゞ
にせまり、
身み
にハやれたるひとへの
衣きもの
をまとふばかり
なり、幸蔵
幼いとけな
きより
孝かう
友いう
の
心こゝろ
あつく、
父ふ
母ぼ
のくるしめるを
見み
る
にしのびず
綿わた
を
弾うち
また
耕かう
作さく
にやとはれ、あるハ
葦よし
簾すだれ
また
篷とま
つく
ることなど
昼ちう
夜や
はた」 （
12ウ）らきてその
養やしなひ
をたすく、
父ふ
母ぼ
ハか
れが年
とし
わかくして勤
つと
むることのはげしけれバ、しばしハ休
やす
めよとい
へど、かつて
怠おこた
ることなし、
父ちゝ
が
舩ふな
番ばん
所しよ
の
当たう
番ばん
に、
風ふう
雨う
の
時とき
ハお
のれ
簑みの
笠かさ
にてゆき、父が
労ほねをり
に
代かは
りてその
務つとめ
をなす、父ハ
幾いく
年とし
か
春はる
をいはふ
餻もち
さへ
搗つ
くことを
得え
ざりしに、幸蔵
日にち
々
得う
る
所ところ
の
銭ぜに
を
すこしづゝ
貯たくは
へおきて、餻
もち
をつき春
はる
を迎
むか
ふる手
て
あてをもなしける、
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なくかせぎけれバ、あさ
夫をつと
に
向むか
ひ、
父ちゝ
上うへ
にハ
年とし
老おい
たまひ、
昼ひる
のミ
か
夜よる
もまたやすらふ
暇いとま
もなく
外ほか
にて
勤つとめ
給ふ 、われら
夫ふう
婦ふ
やす
〳〵と内
うち
に寝
いね
て、 つかへ
奉たてまつ
ることもせざるハ勿
もつ
体たい
なきことなれバ、
夜よる
のつとめほどハ父
ちゝ
上うへ
に代
かは
り給へとすゝめけれバ、平五郎よくもい
ひたりとて権七にかくと告
つげ
けるに、権七曾
かつ
てきゝ入れず、あさその
後のち
ハ
何なに
くれと
意こゝろ
配くば
りし、あたゝかなる
食しよく
物もつ
を
烹に
調とゝの
へ、
夜よ
ごとに
立たち
番ばん
所しよ
に持
もち
はこびてすゝむること、
凡およそ
二年ばかりの
間あひだ
時じ
刻こく
をも違
たが
へず、
懐くわい
妊にん
して身
み
重おも
になりても猶
なほ
懈おこた
る」 （
10ウ）ことなかりしかバ、
権七も
心こゝろ
ならず
思おも
ひ、
遂つひ
に平五郎に
夜よ
番ばん
を
代かは
らしむ、
後のち
平五郎
死し
し権七も老
らう
衰すゐ
して生
すぎ
理はひ
ます〳〵
窮きはま
りけれバ、あさひとりして
力ちから
を
つく 、
舅しうと
に
事つか
ふること
弥いよ〳〵
あつく、
入いり
壻むこ
をすゝむるものあれど
肯うけが
ハずして、
貞てい
節せつ
をもまもりけるをもて、 文化三年銀
ぎん
百目を恵
めぐ
まる、
　
○西
にし
愛あた
宕ご
町まち
勘助後
ご
家け
もん
もんハ佐
さ
伯へき
郡こほり
大おほ
原はら
村むら
権四郎が
女むすめ
にて勘助が妻
つま
なり、勘助ハ煙
たばこ
草を
商あきな
ひて
生すぎ
産はひ
とし
微かすか
に
世よ
をわたりけるが、 」 （
11オ）
老らう
母ぼ
と
二ふたり
人
の
幼をさな
児ご
を
遺のこ
しはやく
身み
まかりぬ、もん
夫をつと
の
商あき
事なひ
を
続つ
ぎまた
裁たち
縫ぬひ
の
ことなどをはげミて
姑しうとめ
を
養やしな
ふ、
姑しうとめ
よハひ八十にこえ、
素もと
より
抃たんき
急なる
性うまれつき
格
にて
怒いかり
詈のゝし
ること多
おほ
けれど、もんよく承
うけ
順したが
ひてその
意こゝろ
にさかはず、
乏とも
しきな より
夜よ
毎ごと
にその
好この
める
酒さけ
を
進すゝ
めずとい
ふことなし、近
きん
辺へん
の人
ひと
々かれが貧
まづ
しく
苦くるし
めるを
憐あはれ
ミ、入
いり
壻むこ
とりて
家くらしむき
計
を
助たすけ
よとすゝめけれど、もんハたとひ
姑しうとめ
を背
せ
おひ児
こども
輩をつ
れて
袖そで
乞ごひ
すとも、
己おの
が
力ちから
にて
姑しうとめ
をバ
育はごく
むべし、
他た
人にん
入いり
来きた
りて
姑しうとめ
へのつかへ
疎おろそか
なることあり」 （
11ウ）てハ、
先さき
だつ
人ひと
に
義こと
理わり
帰かへ
るころほひにハ、かならず帰
かへ
り来
き
て湯
ゆ
をわかしおき、父が足
あし
をあ
らふこと常
つね
なり、また父暑
しよ
にくるしむこと
甚はなはだ
しきにより、貧
ひん
困こん
の
なかより
費つひえ
をもかへりミず、
家いへ
を
移うつ
して
涼すゞ
しき
地ところ
に
居をら
しむ、
母はゝ
病やめ
るに
及およ
びてハ
衣い
類るゐ
のけがれを長蔵ミづから
洗あら
ひ
清きよ
めけるが、そ
の
間あひだ
着き
せおく
衣きもの
さへなけれバ、おのが
着き
たる
衣きもの
をぬぎて母に
着き
せ、その
身み
ハ
襦じゆ
袢ばん
のミなれど、
寒かん
気き
のはげしき」 （８ウ）をも
更さら
に
いとふことなし、母死
し
して後
のち
父につかふることいよ〳〵厚
あつ
かりけれ
バ、文化元年
賞しやう
して銀
ぎん
若そこ
干ばく
を与
あた
へらる、○もよハ父
ちゝ
を庄八といふ、
しほ
魚うを
を遠
ゑん
郷ざい
に鬻
ひさ
くをもて業
げふ
としけるが、年
とし
老おひ
てハ
意こゝろ
のまゝならず、
母はゝ
ハ
年とし
久ひさ
しく
病やまひ
に
臥ふ
し、
生すぎ
産はひ
甚はなはだ
きハまりけるに、もよ
一ひとり
人
して
女てし
工ごと
を励
はげ
ミ、賃
ちん
まうけして孝
かう
養やう
に
力ちから
を尽
つく
しける、
賞しやう
せらるゝこと
長蔵に
同おな
じ、○まつハ
父ちゝ
を喜七といふ、
母はゝ
ハはやく
死し
し父ハ
中ちゆう
風ぶ
を病
や
ミ、手
て
足あし
なえてねおきも人
ひと
の扶
たすけ
助なくてハなしえざりしを、ま
つ
幼えう
年ねん
よりこれにつかふることいと」 （９オ）あつし、
冬ふゆ
の
寒さむ
きに
も
身み
にハ
単ひとへ
の
衣きもの
のミまとひて、
糸いと
ひき
綿わた
くりあるハ
臼うす
つくなど、
日にち
夜や
賃ちん
しごとをはげミて、父にハ饑
うゑ き
　寒こゞえるかん
を
知し
らしめず、
是これ
も長蔵
らと同
おな
じく
賞しやう
せらる、
　
○塚
つか
本もと
町ちやう
平五郎妻
つま
あさ
あさハ
沼ぬま
田た
郡こほり
相あひ
田た
村むら
の
産うまれ
にて平五郎が
妻つま
となり、
舅しうと
権七に
事つか
へ
て孝
かう
なり、権七はじめ鍛
か
冶ぢ
屋や
町ちやう
の裏
うら
借しやく
屋や
にすミし時
とき
、平五郎ハ浜
はま
中なか
背せ
を業
げふ
とせしが、権七ハ町
まち
内うち
の立
たち
番ばん
所しよ
に出
いで
、また川
かは
手て
門もん
の開
あけ
闔たて
を
もうけもちて、昼
ちう
夜や
と」 （９ウ）
＜挿絵第二図
＞（
10オ）
＜資料翻刻＞『芸備孝義伝』三編（四）
五
或ある
年とし
奉ぶ
行ぎやう
より属
した
吏やく
にさとし、冬
ふゆ
の
衣ころも
なくてくるしめるものにハそ
の
料れう
を
与あた
へしことあり、
隣くみ
伍あひ
のもの
相あひ
はかりてかれがありさまを」
（
13オ）
＜挿絵第三図
＞（
13ウ）
申出
いで
なんとありしに、 幸蔵きゝてわれ〳〵これまで公
こう
恩おん
を
蒙かうふり
しに、
また御
救すくひ
をうくるハ
勿もつ
体たい
なしとてかたくことわりける、されどや
むべきにあらざるをもて、
遂つひ
に申
出いで
て
銭ぜに
若そこ
干ばく
をにぎハされけれバ、
故ふる
衣ぎ
など買
かひ
得え
て父
ちゝ
をはじめ皆
みな
あたゝかに春
はる
を迎
むか
へける、文化元年子
ね
の三月さらに
奉ぶ
行ぎやう
より米三
俵べう
をあたへてその
行おこなひ
をあらはさる

この以下善蔵まで
同おな
じく
水か
主こ
にして、
賞しやう
ミな舩
ふな
奉ぶ
行ぎやう
より
行おこな
ふところなり
、
　
○文九郎
女むすめ
いく
いくハ
父ふ
母ぼ
につかへて
孝かう
なり、
母はゝ
つねに
腹はら
を
痛いた
ミて」 （
14オ）
久ひさ
し
く
打うち
臥ふ
しけるを、かれ十
歳さい
にみたざる
頃ころ
より
母はゝ
が
枕まくら
辺べ
を
去さ
らず
介かい
保はう
に
心こゝろ
をつくし、ひとゝなるにしたがひ
孝かう
養やう
ます〳〵あつく、ま
た姊
あね
妹いもうと
に友
いう
愛あい
なり、家
いへ
甚はなはだ
わびしかりけれバ、常
つね
に女
てし
工ごと
をはげミ
て
家くらしむき
計
をたすけ、
父ちゝ
をして一日もつとめにおこたら めず、
後のち
母はゝ
の
病やまひ
加くは
はりてハ、
昼ひる
ハほかに
出いで
ず、
夜よる
ハ
快こゝろよ
く
寝いね
ずしてなでさす
り、すこしの
暇いとま
なきにも
猶なほ
織おり
縫ぬ
ふわざをつとめて、
薬くすり
食くひもの
の
費つひえ
をわきまへけるとなん、
一ひと
とせ
姊あね
も
病やまひ
にかゝりけるに、
折をり
しも父
が
旅たび
の
留る
守す
なりけれバ、いく
一ひとり
人
母と
姊あね
とを」 （
14ウ）
看かん
病びやう
して、
心こゝろ
をくるしめ
身み
をくだくことたとふるにものなし、かゝるいみじ
き
行おこなひ
ありけれバ、文化元年三
俵べう
の米をあたへて
賞しやう
せらる、
時とき
に
いく歳
とし
十六な 、
たゝずといひてかたくいなミける、また
姑しうとめ
の親
しん
類るゐ
もあれバ、これ
に
助たすけ
を乞
こ
ふべしといふものもありしが、そハ
姑しうとめ
の
意こゝろ
に適
かな
ふまじ
とて、終
つひ
にその
助たすけ
をも乞
こは
ざりし、文化四年
賞しやう
して銀
ぎん
百五十目を与
あた
へぬ、　
○段
だん
原ばら
村むら
とは
　
○稲
いなり
荷町
まち
はや
とはハ
父ちゝ
母はゝ
ともに九十
余よ
歳さい
にて、
生すぎ
産はひ
のいとなミもなしえざれバ、
とはおのが
一みひ つ
身
をもて
両ふた
親おや
を
苦くるし
ましめじと
心こゝろ
に
誓ちか
ひ、
昼ちう
夜や
賃ちん
作しごと
をはげミ、
孝かう
養やう
に
身み
を
砕くだ
きけるさま
奇き
特どく
なりけれバ、文化四年
賞しやう
して銀
ぎん
百目を恵
めぐ
まる、 」 （
12オ）○はやハ父
ちゝ
金蔵に早
はや
くはなれ、年
とし
久ひさ
しく老
らう
母ぼ
へ孝
かう
養やう
をつくし 病
やめ
る時
とき
の介
かい
保はう
並なみ
ならぬをもて文化九年米
四俵を与
あた
へらる、その
行ぎやう
状じやう
詳
つまびらか
ならず、
　
○水
か
主こ
町まち
水か
主こ
幸蔵
幸蔵ハ父
ちゝ
を増右衛門といふ、その家
いへ
九くにん
口がない
にしてわづかの月
ふち
俸まい
なれ
バ、
貧ひん
窶る
日ひゞ
にせまり、
身み
にハやれたるひとへの
衣きもの
をまとふばかり
なり、幸蔵
幼いとけな
きより
孝かう
友いう
の
心こゝろ
あつく、
父ふ
母ぼ
のくるしめるを
見み
る
にしのびず
綿わた
を
弾うち
また
耕かう
作さく
にやとはれ、あるハ
葦よし
簾すだれ
また
篷とま
つく
ることなど
昼ちう
夜や
はた」 （
12ウ）らきてその
養やしなひ
をたすく、
父ふ
母ぼ
ハか
れが年
とし
わかくして勤
つと
むることのはげしけれバ、しばしハ休
やす
めよとい
へど、かつて
怠おこた
ることなし、
父ちゝ
が
舩ふな
番ばん
所しよ
の
当たう
番ばん
に、
風ふう
雨う
の
時とき
ハお
のれ
簑みの
笠かさ
にてゆき、父が
労ほねをり
に
代かは
りてその
務つとめ
をなす、父ハ
幾いく
年とし
か
春はる
をいはふ
餻もち
さへ
搗つ
くことを
得え
ざりしに、幸蔵
日にち
々
得う
る
所ところ
の
銭ぜに
を
すこしづゝ
貯たくは
へおきて、餻
もち
をつき春
はる
を迎
むか
ふる手
て
あてをもなしける、
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六
ずやと人
ひと
々その
行おこなひ
をほめはやしぬ、
賞しやう
して清蔵に鳥
てう
目もく
一
貫くわん
五百
文、国蔵に米二俵
へう
をあたへらる、文政五年のことなり、
　
○清三郎
清三郎ハ父
ちゝ
武七が
職しよく
をつぎ、才
さい
ありてよくその
職しよく
にかなひ、孝
かう
心しん
また人
ひと
に超
こえ
たり、父
病やまひ
に臥
ふ
してよりハ
食しよく
すゝミがたく、たゞ生
なま
鯛だひ
をのミ好
この
ミてこれを
力ちから
に箸
はし
」 （
16ウ）を取
とり
けれバ、清三郎風
ふう
雨う
のは
げしきをもいとハず、
日ひ
ごとに
市いち
にゆきて
買かひ
帰かへ
り、
医い
療れう
ハことに
心こゝろ
をもちゐ、
力ちから
の
及およぶ
かぎり尽
つく
したれど、その
効しるし
なくて遂
つひ
にはて
ぬ、清三郎
展はかまゐり
墓
することおこたらず、
常つね
に
塋はか
域しよ
をはらひきよめ、
墳は
墓か
の見
み
ゆるあたりにいたれバ、いつも跣
はだし
足となり身
み
をかゞめて敬
けい
礼れい
せるさま人
ひと
ミな感
かん
じあへり、父
ちゝ
死し
して後
のち
ハ家
いへ
のこと大小となく母
はゝ
に問
とひ
謀はか
り、あへて
専もつは
らにすることなく、平
へい
生ぜい
たゞ母の
心こゝろ
を安
やす
んず
るをむねとし、 おのれもし病
やめ
ることあれバ、 なやめるさまを」 （
17オ）
＜挿絵第四図
＞（
17ウ）
おしかくして母
はゝ
をうれひしめず、母
齢よはひ
傾かたふ
きて
病やまひ
にかゝりしかバ、
公こう
用よう
の外
ほか
片かた
時とき
も左
さ
右いう
を去
さ
らずして、湯
くすり
薬また食
くひ
物もの
もかならずミづか
ら
嘗こゝろ
ミて
後のち
これを
進すゝ
め、
寒さむ
くなりゆくころハ母が
足あし
冷ひえ
ぬれど、
火こ
閣たつ
によれバ
上のぼせ
逆
のうれひあるをもて、
終よもすがら
夜
おのが
膚はだ
にて母が
足あし
を
あたゝむるなど、
万よろづ
こゝろをこめて
孝かう
養やう
しける、清蔵らと
同おな
じ
年とし
賞しやう
して銀
ぎん
三十目を与
あた
へらる、
　
○作右衛門妻
つま
よね
　
○吉蔵
よねハ
父ちゝ
を貞平といふ、作右衛門が
妻つま
となりよく
姑しうとめ
に」 （
18オ）
　
○徳三郎姊
あね
ぬい
　
附勘蔵・千蔵・もん
ぬいハ
孝かう
友いう
の
心こゝろ
厚あつ
く、
一ひと
とせ
疫えき
癘れい
さかんにおこなはれて、かれが
家いへ
皆みな
病や
ミふしけるに、ぬい
右みぎ
に
父ふ
母ぼ
を
介かい
保はう
し、
左ひだり
に
弟おとうと
をいたハ
りて、
心しん
力りよく
を
尽つく
せるさま
人ひと
ミなおよびがたしとす、
父ちゝ
死し
して
後のち
母はゝ
に事
つか
ふることます〳〵
懇ねんごろ
なり、母つね〴〵
病やまひ
がちなるに、
弟おとゝ
の
徳三郎ハ
幼いとけな
くして、
家いへ
」 （
15オ）きハめて
貧まづ
しくなりけるを、ぬ
い昼
ちう
夜や
賃ちん
作しごと
などして
家くらしむき
計
を
営いとな
ミ、母の
心こゝろ
を安
やす
からしむ、文化四
年
賞しやう
して米三
俵べう
をあたふ、喜兵衛が
子こ
勘蔵、伴七が子千蔵、和助
が
女むすめ
もんミな孝
かう
友いう
のものにて、常
つね
の
行おこなひ
も殊
しゆ
勝しよう
なりけれバ、ぬい
と同
おな
じころ
各おの〳〵
鳥てう
目もく
十
貫くわん
文もん
をあたへらる、
　
○清蔵
同おなじ
弟おとうと
国蔵
清蔵国蔵ハ父
ちゝ
を佐平といふ、兄
あに
小三郎に妻
さい
子し
ありて家
か
口ない
多おほ
く、生
すぎ
計はひ
はなはだ乏
とも
しきに、一
いつ
家か
むつまじくミなよく父
ちゝ
母はゝ
に事
つか
へけるが、清
蔵国蔵ことに
孝かう
心しん
ふかく、 」 （
15ウ）清蔵ハ
常つね
に
運ふな
舩のり
して
上かみ
国がた
また
下しものせき
関
へかよひ、その
賃ちん
銭せん
をバこと〴〵く
親おや
にあたへ、もしさだま
れる
外ほか
に
利り
を
得う
ることありても、よしなきに
費つひや
さず、
親おや
のこのめ
る
食しよく
物もつ
また
衣い
服ふく
の
料れう
となしける、国蔵ハいとけなき
時とき
ハ
野や
菜さい
など
商あきな
ひて
日にち
々
市いち
にかよひ、わが
身み
ハあらぬものゝミ
食くら
ひて
終ひめもす
日奔
あち ほん
走こち そう
し、いつも
餻もち
菓くわ
子し
の
類るゐ
をとりかへり、おのが
饑うゑ
たるをもわすれて、
まづ父
ふ
母ぼ
にすゝむ、年
とし
長たけ
て後
のち
ハ兄
あに
と同
おな
じ業
わざ
をいとなミ、身
み
にまとへ
る
衣きもの
の
垢あか
つき
敗やぶ
れたるをもいとはず、つとめはたらきけれバ、い
つしか」 （
16オ）
家いへ
もにぎハひ、
今いま
ハその
時とき
々の
衣い
服ふく
上かみ
下しも
やうのも
のまでこと〴〵くそなへて、父をよろこばせけるハ、げに孝
かう
子し
なら
＜資料翻刻＞『芸備孝義伝』三編（四）
七
ぬる
中なか
に、
一いち
衣い
一いつ
食しよく
をも
互たがひ
に」 （
19ウ）
譲ゆづ
りあひけるとぞ、○常
蔵ハ
弟おとゝ
を千代吉といふ、関右衛門が
子こ
なり、兄弟
柔にう
和わ
にしてよろ
づ
親おや
の
心こゝろ
にしたがひ、その
教をしへ
導みちび
くことハよく
守まも
りて
露つゆ
たがふこ
となし、○利七ハ妻
つま
まつと共
とも
に養
やう
母ぼ
に孝
かう
なり、母
はゝ
ハものいひあらき
性うまれつき
格
なれど、何
なに
事ごと
もよくやはらかにうけ答
こた
へけれバ、
少すこし
のいさか
ひもなくて
家いへ
常つね
に
睦むつま
じかりける、和五郎以下ミな
銀ぎん
また
鳥てう
目もく
を
与あた
へて
賞しやう
せらる、吉蔵らと同
おな
じ日
ひ
なり、
　
○亀次郎
女むすめ
りやう」 （
20オ）
りやうハ亀次郎が
女むすめ
にて半兵衛が孫
まご
なり、半兵衛
齢よはひ
かたふき老
らう
耄も
したるに、亀次郎また
病やまひ
によりて
心こゝろ
狂くる
ハしくありけれバ、生
すぎ
計はひ
ま
す〳〵きはまりぬ、りやうが母
はゝ
ねんごろに
舅しうと
夫をつと
を介
かい
保はう
し、幼
こども
子も
多おほ
けれどかひ〴〵しくたちまハり、
衣きもの
食くひもの
も時
とき
に応
おう
じてまかなひ、
よく
家いへ
をたもちけれバ
人ひと
こぞりてほめはやし、
褒はう
賞しやう
もあるべかり
しが病
やみ
て死
し
す、時にりやう年
とし
十一なるが、乳
ち
にはなれしいとけなき
児こ
を昼
ちう
夜や
ふところにして、かなたこなたに乳
ち
をもとめ、雨
あめ
ふり夜
よ
ふ
くるをもいとひなく往
ゆき
かよひて」 （
20ウ）
＜挿絵第五図
＞（
21オ）
そだてける、
見み
きく
人ひと
ごとに
涙なみだ
こぼさぬハなかりき、その
祖そ
父ふ
お
よひ父
ちゝ
につかふることまた並
なみ
ならず、
弟おとゝ
仁三郎祖
そ
父ふ
が
職しよく
を続
つぎ
しか
ど、なほ
幼いとけな
くして
家いへ
の
事こと
にハ
心こゝろ
もやらず、りやうこれをいとほ
しむことあつく、わが
身み
ハ
常つね
に
糸いと
機はた
の
事こと
に
心こゝろ
をつくし、
親した
しき
人ひと
にとひ
尋たづね
て
女てし
工ごと
をもかたのごとくならひ、
身み
を
千ち
々にくだき
弟
おとうと
をたすけてその
務つとめ
をもなさしめける、天保六年
賞しやう
して米
こめ
三俵
べう
をあ
つかふ、
姑しうとめ
生なま
魚うを
を
嗜たしみ
けれど、
貧まづ
しくてつねに
飽あか
しむることあた
はず、よね
深ふか
くこれをうれひ、われ〳〵
貧まづ
しけれバ、
優ゆたか
に
世よ
をお
くらしむることハかなハずとも、せめて
食しよく
物もつ
ほどハ
快こゝろよ
くまゐら
せたきものとて、
日にち
夜や
糸いと
機はた
の女
てし
工ごと
をつとめ、
日ひ
ごとに魚
うを
を買
か
ひてすゝ
め、ま
他ほか
にゆく時
とき
ハ口
くち
にかなふものを取
とり
帰かへ
りてつれ〴〵をなぐさ
む、
姑しうとめ
痞しや
積くき
の宿
ぢび
疾やう
ありて、しば〳〵腹
はら
をいたミしが、服
ふく
薬やく
するこ
とをきらひ たゞ
按あん
摩ま
鍼はり
のミもちゐけれバ、
病やまひ
おこるときハよね
風ふう
雨う
昼ちう
夜や
のいとひなく、みづから」 （
18ウ）行
ゆき
て鍼
はり
医い
をむかふ、
医いしや
もかれが請
こひ
迎むか
ふるの切
せつ
なるをもて、たとひいそがハしき事
こと
ありても
いなむことなかりしとぞ、文政八年米
こめ
三俵を与
あた
へてその孝
かう
をあらは
さる、 ○吉蔵ハ父
ちゝ
を吉兵衛といひて、
家いへ
貧まづ
しけれバ
務つとめ
のいとまにハ、
葦よし
茅かや
を刈
かり
、また礒
いそ
かせぎなどしてその生
すぎ
計はひ
をたすけける、吉蔵年
とし
少わか
きより
父ふ
母ぼ
を
愛いとほ
しむこと
厚あつ
く、父
酒さけ
をこのミけれバ、吉蔵
日ひ
ごと
に母
はゝ
に向
むか
ひて酒ハ用
よう
意い
なしたまふやとたづぬ、母 し今
け
日ふ
ハその手
て
だてなしといへバ、酒
さけ
なくてハ父
ちゝ
上うへ
いかでか
務つとめ
のつかれを
慰なぐさ
めた
ま」 （
19オ）はんとて、おのが
平へい
日じつ
商あきなひ
得え
し
銭ぜに
を
取と
りあつめ、とく
市いち
にゆきて買
かひ
もとめ、父が帰
かへ
るをまちて飲
のま
しめけるとぞ、よねと同
おな
じ年
とし
米こめ
二俵を
与あたへ
て
賞しやう
せらる、
　
○和五郎
兄きやう
弟だい
　
○常蔵兄弟
　
○利七夫
ふう
婦ふ
和五郎ハ徳次郎が子にて
弟おとゝ
を亀次郎といふ、
兄きやう
弟だい
同おな
じく
純じゆん
孝かう
な
り、
父ちゝ
病やまひ
がちなれバともにこれを
憂うれふ
ること
深ふか
く、和五郎
舟ふな
はた
らきして
外ほか
にある
時とき
も、
夢ゆめ
見み
あしきことあれバ
直たゞち
にかへり、
安あん
否ひ
を
伺うかゞ
ふて
後のち
ゆく、また
友いう
愛あい
の
情こゝろ
厚あつ
く、
家いへ
貧まづ
しくて
飢き
寒かん
に
苦くる
しミ
255
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ずやと人
ひと
々その
行おこなひ
をほめはやしぬ、
賞しやう
して清蔵に鳥
てう
目もく
一
貫くわん
五百
文、国蔵に米二俵
へう
をあたへらる、文政五年のことなり、
　
○清三郎
清三郎ハ父
ちゝ
武七が
職しよく
をつぎ、才
さい
ありてよくその
職しよく
にかなひ、孝
かう
心しん
また人
ひと
に超
こえ
たり、父
病やまひ
に臥
ふ
してよりハ
食しよく
すゝミがたく、たゞ生
なま
鯛だひ
をのミ好
この
ミてこれを
力ちから
に箸
はし
」 （
16ウ）を取
とり
けれバ、清三郎風
ふう
雨う
のは
げしきをもいとハず、
日ひ
ごとに
市いち
にゆきて
買かひ
帰かへ
り、
医い
療れう
ハことに
心こゝろ
をもちゐ、
力ちから
の
及およぶ
かぎり尽
つく
したれど、その
効しるし
なくて遂
つひ
にはて
ぬ、清三郎
展はかまゐり
墓
することおこたらず、
常つね
に
塋はか
域しよ
をはらひきよめ、
墳は
墓か
の見
み
ゆるあたりにいたれバ、いつも跣
はだし
足となり身
み
をかゞめて敬
けい
礼れい
せるさま人
ひと
ミな感
かん
じあへり、父
ちゝ
死し
して後
のち
ハ家
いへ
のこと大小となく母
はゝ
に問
とひ
謀はか
り、あへて
専もつは
らにすることなく、平
へい
生ぜい
たゞ母の
心こゝろ
を安
やす
んず
るをむねとし、 おのれもし病
やめ
ることあれバ、 なやめるさまを」 （
17オ）
＜挿絵第四図
＞（
17ウ）
おしかくして母
はゝ
をうれひしめず、母
齢よはひ
傾かたふ
きて
病やまひ
にかゝりしかバ、
公こう
用よう
の外
ほか
片かた
時とき
も左
さ
右いう
を去
さ
らずして、湯
くすり
薬また食
くひ
物もの
もかならずミづか
ら
嘗こゝろ
ミて
後のち
これを
進すゝ
め、
寒さむ
くなりゆくころハ母が
足あし
冷ひえ
ぬれど、
火こ
閣たつ
によれバ
上のぼせ
逆
のうれひあるをもて、
終よもすがら
夜
おのが
膚はだ
にて母が
足あし
を
あたゝむるなど、
万よろづ
こゝろをこめて
孝かう
養やう
しける、清蔵らと
同おな
じ
年とし
賞しやう
して銀
ぎん
三十目を与
あた
へらる、
　
○作右衛門妻
つま
よね
　
○吉蔵
よねハ
父ちゝ
を貞平といふ、作右衛門が
妻つま
となりよく
姑しうとめ
に」 （
18オ）
　
○徳三郎姊
あね
ぬい
　
附勘蔵・千蔵・もん
ぬいハ
孝かう
友いう
の
心こゝろ
厚あつ
く、
一ひと
とせ
疫えき
癘れい
さかんにおこなはれて、かれが
家いへ
皆みな
病や
ミふしけるに、ぬい
右みぎ
に
父ふ
母ぼ
を
介かい
保はう
し、
左ひだり
に
弟おとうと
をいたハ
りて、
心しん
力りよく
を
尽つく
せるさま
人ひと
ミなおよびがたしとす、
父ちゝ
死し
して
後のち
母はゝ
に事
つか
ふることます〳〵
懇ねんごろ
なり、母つね〴〵
病やまひ
がちなるに、
弟おとゝ
の
徳三郎ハ
幼いとけな
くして、
家いへ
」 （
15オ）きハめて
貧まづ
しくなりけるを、ぬ
い昼
ちう
夜や
賃ちん
作しごと
などして
家くらしむき
計
を
営いとな
ミ、母の
心こゝろ
を安
やす
からしむ、文化四
年
賞しやう
して米三
俵べう
をあたふ、喜兵衛が
子こ
勘蔵、伴七が子千蔵、和助
が
女むすめ
もんミな孝
かう
友いう
のものにて、常
つね
の
行おこなひ
も殊
しゆ
勝しよう
なりけれバ、ぬい
と同
おな
じころ
各おの〳〵
鳥てう
目もく
十
貫くわん
文もん
をあたへらる、
　
○清蔵
同おなじ
弟おとうと
国蔵
清蔵国蔵ハ父
ちゝ
を佐平といふ、兄
あに
小三郎に妻
さい
子し
ありて家
か
口ない
多おほ
く、生
すぎ
計はひ
はなはだ乏
とも
しきに、一
いつ
家か
むつまじくミなよく父
ちゝ
母はゝ
に事
つか
へけるが、清
蔵国蔵ことに
孝かう
心しん
ふかく、 」 （
15ウ）清蔵ハ
常つね
に
運ふな
舩のり
して
上かみ
国がた
また
下しものせき
関
へかよひ、その
賃ちん
銭せん
をバこと〴〵く
親おや
にあたへ、もしさだま
れる
外ほか
に
利り
を
得う
ることありても、よしなきに
費つひや
さず、
親おや
のこのめ
る
食しよく
物もつ
また
衣い
服ふく
の
料れう
となしける、国蔵ハいとけなき
時とき
ハ
野や
菜さい
など
商あきな
ひて
日にち
々
市いち
にかよひ、わが
身み
ハあらぬものゝミ
食くら
ひて
終ひめもす
日奔
あち ほん
走こち そう
し、いつも
餻もち
菓くわ
子し
の
類るゐ
をとりかへり、おのが
饑うゑ
たるをもわすれて、
まづ父
ふ
母ぼ
にすゝむ、年
とし
長たけ
て後
のち
ハ兄
あに
と同
おな
じ業
わざ
をいとなミ、身
み
にまとへ
る
衣きもの
の
垢あか
つき
敗やぶ
れたるをもいとはず、つとめはたらきけれバ、い
つしか」 （
16オ）
家いへ
もにぎハひ、
今いま
ハその
時とき
々の
衣い
服ふく
上かみ
下しも
やうのも
のまでこと〴〵くそなへて、父をよろこばせけるハ、げに孝
かう
子し
なら
＜資料翻刻＞『芸備孝義伝』三編（四）
七
ぬる
中なか
に、
一いち
衣い
一いつ
食しよく
をも
互たがひ
に」 （
19ウ）
譲ゆづ
りあひけるとぞ、○常
蔵ハ
弟おとゝ
を千代吉といふ、関右衛門が
子こ
なり、兄弟
柔にう
和わ
にしてよろ
づ
親おや
の
心こゝろ
にしたがひ、その
教をしへ
導みちび
くことハよく
守まも
りて
露つゆ
たがふこ
となし、○利七ハ妻
つま
まつと共
とも
に養
やう
母ぼ
に孝
かう
なり、母
はゝ
ハものいひあらき
性うまれつき
格
なれど、何
なに
事ごと
もよくやはらかにうけ答
こた
へけれバ、
少すこし
のいさか
ひもなくて
家いへ
常つね
に
睦むつま
じかりける、和五郎以下ミな
銀ぎん
また
鳥てう
目もく
を
与あた
へて
賞しやう
せらる、吉蔵らと同
おな
じ日
ひ
なり、
　
○亀次郎
女むすめ
りやう」 （
20オ）
りやうハ亀次郎が
女むすめ
にて半兵衛が孫
まご
なり、半兵衛
齢よはひ
かたふき老
らう
耄も
したるに、亀次郎また
病やまひ
によりて
心こゝろ
狂くる
ハしくありけれバ、生
すぎ
計はひ
ま
す〳〵きはまりぬ、りやうが母
はゝ
ねんごろに
舅しうと
夫をつと
を介
かい
保はう
し、幼
こども
子も
多おほ
けれどかひ〴〵しくたちまハり、
衣きもの
食くひもの
も時
とき
に応
おう
じてまかなひ、
よく
家いへ
をたもちけれバ
人ひと
こぞりてほめはやし、
褒はう
賞しやう
もあるべかり
しが病
やみ
て死
し
す、時にりやう年
とし
十一なるが、乳
ち
にはなれしいとけなき
児こ
を昼
ちう
夜や
ふところにして、かなたこなたに乳
ち
をもとめ、雨
あめ
ふり夜
よ
ふ
くるをもいとひなく往
ゆき
かよひて」 （
20ウ）
＜挿絵第五図
＞（
21オ）
そだてける、
見み
きく
人ひと
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祖そ
父ふ
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の
事こと
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ハ
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に
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て
女てし
工ごと
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弟
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三俵
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魚うを
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貧まづ
しけれバ、
優ゆたか
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ほどハ
快こゝろよ
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せたきものとて、
日にち
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糸いと
機はた
の女
てし
工ごと
をつとめ、
日ひ
ごとに魚
うを
を買
か
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くち
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風ふう
雨う
昼ちう
夜や
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ゆき
て鍼
はり
医い
をむかふ、
医いしや
もかれが請
こひ
迎むか
ふるの切
せつ
なるをもて、たとひいそがハしき事
こと
ありても
いなむことなかりしとぞ、文政八年米
こめ
三俵を与
あた
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をあらは
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家いへ
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務つとめ
のいとまにハ、
葦よし
茅かや
を刈
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、また礒
いそ
かせぎなどしてその生
すぎ
計はひ
をたすけける、吉蔵年
とし
少わか
きより
父ふ
母ぼ
を
愛いとほ
しむこと
厚あつ
く、父
酒さけ
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日ひ
ごと
に母
はゝ
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ひて酒ハ用
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なしたまふやとたづぬ、母 し今
け
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ハその手
て
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ちゝ
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務つとめ
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ま」 （
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取と
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もとめ、父が帰
かへ
るをまちて飲
のま
しめけるとぞ、よねと同
おな
じ年
とし
米こめ
二俵を
与あたへ
て
賞しやう
せらる、
　
○和五郎
兄きやう
弟だい
　
○常蔵兄弟
　
○利七夫
ふう
婦ふ
和五郎ハ徳次郎が子にて
弟おとゝ
を亀次郎といふ、
兄きやう
弟だい
同おな
じく
純じゆん
孝かう
な
り、
父ちゝ
病やまひ
がちなれバともにこれを
憂うれふ
ること
深ふか
く、和五郎
舟ふな
はた
らきして
外ほか
にある
時とき
も、
夢ゆめ
見み
あしきことあれバ
直たゞち
にかへり、
安あん
否ひ
を
伺うかゞ
ふて
後のち
ゆく、また
友いう
愛あい
の
情こゝろ
厚あつ
く、
家いへ
貧まづ
しくて
飢き
寒かん
に
苦くる
しミ
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〔二〇〇九・九・二八
　
受理〕
鈴　　木　　幸　　夫
八
ことを得
え
たり、賞して米二俵
へう
を与
あた
ふ、猪之助と同じ年なり、○善蔵
ハ性
せい
柔じう
順じゆん
にして己
おの
が
務つとめ
を
怠おこた
らず、人と
交まじは
ることまた厚
あつ
し、父ハ
前さき
に身
み
まかり、母ハ多
た
病びやう
なれバ善蔵
力ちから
を尽
つく
して」 （
23オ）介
かい
保はう
し、
また
弟おとうと
の人の家
いへ
を継
つぎ
て貧
まづ
しきにせまりけるをも、乏
とも
しき中
なか
より常
つね
に救
すく
ひ
助たすけ
けれバ、母
はゝ
殊こと
に
悦よろこ
びて人にもほめかたりける、元五郎と
同おな
じ年
とし
銀ぎん
五十目を与
あた
へて、その孝
かう
友いう
を
賞しやう
せり、
　
○江戸住医
い
師し
深井元立下
げ
男なん
善助
　
附録
善助ハ
尾び
州しう
愛あい
知ち
郡こほり
の
産うまれ
にて、安永
年ねん
中ぢゆう
より江戸に
出いで
て
仕つかへ
をな
し、元立が
僕ぼく
となる、
性うまれつき
質
正しやう
直じき
にして廿五六年の
間あひだ
一日のごと
く、いさゝかも
怠おこたり
なくつかへけり、主
しゆ
人じん
大たい
病びやう
の時
とき
かれ寝
しん
食しよく
を忘
わす
れ、昼
ちう
夜や
となく左
さ
右いう
をさらず、
薬くすり
食くひもの
」 （
23ウ）またハ撫
なで
さすりな
ど、
病びやう
人にん
の
心こゝろ
安やす
しとおもふさまに
意こゝろ
を
配くば
りて
計はか
らひ、主人の
妻つま
病やみ
てうせしが、その
時とき
の
介かい
保はう
も
至いた
らざる
所ところ
なく、また主人
生じつ
母ぼ
の
ありしを引
ひき
とりて
養やしな
ひけるに、老
らう
病びやう
にて悩
なや
ミけれバ よく の
意こゝろ
をうけて
敬うやま
ひかしづき、これを保
はう
養やう
することも
懇ねんごろ
に、主人妾
せふ
腹ふく
の男
なん
子し
三歳
さい
にして其
その
母はゝ
に離
はな
れしを、養
やう
育いく
すること慈
は
母ゝ
の如
ごと
く、小
せう
児に
もまた善助をしたひて、
暫しばら
くも
側そば
を
去さ
らしめざりしとなん、元
立
素もと
より
微び
禄ろく
なるに
病びやう
人にん
多おほ
くして、その
費つひえ
かさミ
貧まづ
しきこと
窮きはま
りけれバ、 」 （
24オ）
給きふ
銀ぎん
もほど〴〵にあたへざれど、善助さらに
意こゝろ
とせず、只
たゞ
一いつ
心しん
に主
しゆ
家か
を重
おも
んじ、
忠ちゆう
誠せい
を尽
つく
しけれバ、元立が同
どう
僚やく
共とも
にその
状ありさま
を申
出いで
けるにより、 享和二年戌
いぬ
の三月銀
ぎん
百目下
くだ
され、
かれが奇
き
特どく
を旌
あら
ハさる
（２）
、
巻四
　
終」 （
24ウ）
たへらる、りやう時
とき
に十六歳
さい
なりといふ、
　
○勘太郎
女むすめ
あさ
　
○猪之助」 （
21ウ）
あさハ天
てん
性せい
温をん
柔じう
にしてよく父
ふ
母ぼ
につかふ、母
はゝ
久ひさ
しく病
やみ
て終
つひ
にうせけ
るが、その
病びやう
中ちゆう
日にち
夜や
側そば
にありて
薬くすり
食くひもの
より撫
なで
さすりのことまで、
力ちから
を尽
つく
して介
かい
保はう
せしこと並
なみ
ならず、その後
のち
父ちゝ
もまた
病やまひ
を得
え
、すこ
しのはたらきもなしえずして、貧
まづ
しさ日々に
極きはま
り
負しやくせん
債
もます〳〵
かさミて父いたく
心こゝろ
を
悩なやま
しけれバ、あさふかく憂
うれ
ひ、いかにもし
てその
心こゝろ
を
安やす
からしめんと、
昼ひる
ハ
田た
畑はた
のやとはれに
出いで
、
夜よる
ハ
糸いと
綿わた
の賃
ちん
作しごと
に身
み
を
抛なげう
ち、己
おの
が力をもて、遂
つひ
に
家しんしやう
産
を取
とり
なほし
負しやくせん
債
を
も残
のこ
らず
償つぐな
ひて父
ちゝ
が
心こゝろ
を安
やす
からしむ、
女をんな
の」 （
22オ）身
み
にてハ稀
まれ
なる
行おこなひ
なりとて、天保九年
賞しやう
して米三
俵べう
を
与あた
ふ、○猪之助ハ七
之助が子
こ
なり、至
し
性
かうしん
せい
ありて父
ふ
母ぼ
に
事つかふ
ること厚
あつ
し、母
はゝ
五年がほど
病やまひ
に
臥ふ
して
足あし
かなハず、
蓐ね
中ま
に
居ゐ
ながら
家か
事じ
に
意こゝろ
を
配くば
りけれバ、猪
之助左
さ
右いう
につき
養やしな
ひ介
かい
保はう
に
力ちから
を尽
つく
し、常
つね
にその
心こゝろ
を
慰なぐさ
むるをむ
ねとし、すべて衣
い
食しよく
の事
こと
など
女をんな
のなす業
わざ
をも残
のこ
りなく計
はか
らひけれ
バ、母
はゝ
もふかくよろこびける、また
暇いとま
あれバ
父ちゝ
が耕
かう
作さく
の
助たすけ
をもな
し、よろづ務
つと
めはたらきて孝
かう
養やう
たゆミなけれバ、あさと同
おな
じ年
とし
米二
俵へう
を」 （
22ウ）
賞しやう
し与
あた
ふ、
　
○元五郎
同おなじ
弟おとうと
保太郎
　
○善蔵
元五郎ハ
弟おとうと
保太郎と共
とも
に父
ちゝ
元蔵につかへて孝
かう
心しん
深ふか
く、友
いう
愛あい
もまた
至いた
れり、或
ある
年とし
父
病やまひ
にかゝりて久
ひさ
しくいえざりしに、
兄きやう
弟だい
よく母
はゝ
の
言ことば
をまもり己
おの
が身
み
をくるしめて療
れう
養やう
をつくしけれバ、父も
恙つゝが
なき
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